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グランフロント大阪 北館へのアクセス

　ＪＲ大阪駅方向より

　　大阪駅中央北口アトリウム広場より連絡デッキで直結。

　　「グランフロント大阪 南　館」を通り抜け、連絡デッ

　　キを渡ると北館２階に入ります。

　阪急梅田駅方向より

　　阪急を出て、新阪急ホテル前の信号を渡り、ヨドバシ

　　カメラの北側の道を西に直進し、信号を渡ると「グラン

　　フロント大阪 北館」１階に入ります。
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※オブジェクト→エンベロープ→

エンベロープを編集　から訂正できる

※グラデーションの調節は、テキストの

カーソルを入れグラデーションパレットで
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開 催 ご 案 内
■趣　旨

　これまで、医療的ケアが必要な方の在宅支援システムの構築のために行政、福祉、医療、教育等

各分野の連携と、ご本人のライフステージを通じて切れ目のない連携の重要性とその課題について、

多くの関係者の方々と意見を交わしてきました。

　前回は、トランジッション（成人移行期）の視点を意識しながら、支援者の質と量を含めた課題

や相談事業の在り方について、事例をもとに話し合いの場をもちました。

　今回は、医療に基軸をおきながらも、一人一人が自分の人生を少しでも豊かに、その人らしく

生きていくことを支援するための社会資源の在り方をクローズアップした議論の場をもちたいと

考え、標記のシンポジウムを企画いたしました。

　また、新型コロナウィルス感染症の拡大等による新生活様式といわれる暮らし方への変化を求め

られている状況の中で、重度の障害がある方と支援者も含めて地域の中で暮らし続けていくための

方策や課題についても議論が出来ればと考えています。

■日　時　　２０２２年９月１７日（土）
　　　９：００　～　受　付

　　１０：００　～　１２：００　基調講演

　　１２：４５　～　１３：４５　講　　演１

　　１３：４５　～　１４：４５　講　　演２

　　１４：４５　～　１５：４５　講　　演３

　　１５：４５　～　１６：４５　意見交換

　　１６：４５　　　 終　　了

■参加費　　無 料　（定員： 会場 ９０名程度）

　　　　　　　　　　　（オンラインを併用して開催）

　　　　 ＊会場の定員は施設上限数の２分の１を目安にしています。

■会　場　　グランフロント大阪 タワーＣ：北館８階
　　　（大阪市北区大深町３－１）

■主　催　　医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム実行委員会

■後　援　　大阪府、大阪市、大阪府医師会、

　　　　　　　大阪府肢体不自由児者父母の会連合会、

　　　　　　　大阪府重症心身障害児・者を支える会

■協　力　　一般社団法人　大阪薬業クラブ

■感染症　　会場に対して余裕のある定員とし、席を離した形でセッティングをします。

　　　　　　また、換気等に配慮するとともに、来場時に検温（非接触型検温器）を行い、

　　　　　　手指消毒及びマスクの使用（配布）を前提として実施します。

対　策

（申請中）
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医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム ステージⅦ 参加申込書　２０22年9月１7日（土）

氏名（フリガナ）

参加の形態：　□会場　□オンライン　※オンラインをご希望の方は、上記ご了承いただきメールでお申込み下さい

郵便番号・住所・電話番号・ＦＡＸ・メール 職種・所属 など

〒(　　　　　　　　 )

Tel:　　　　　　　　　 ／ Fax:　　　　　　　　　

ﾒｰﾙ:

■内　容

　第１部　　基調講演　

　「医療的ケア児と家族を支えるサービスの実践」（仮題）

　　　　～ 医療的ケアが必要な子どもと家族が安心して心地よく暮らすために ～

　　　　　講師： 島津　智之　氏（認定ＮＰＯ法人　ＮＥＸＴＥＰ理事長）

第２部　　＊講　　演１

　「大阪府地域ケアシステム整備事業の展開」（仮題）

　　　　　講師： 大阪府より（調整中）

　　　　　＊講　　演２

　「地域での暮らしへの道筋」（仮題）

　　　　　講師： 位田　忍　氏（大阪母子医療センター移行期医療支援センター長）

　　　　　＊講　　演３

　「新しい生活様式に対応したシステム（ＩＣＴ基盤）の構築のために」
　　　　　講師： 上田　和也　氏（リコージャパン株式会社）

　　　　　　　　 北川　幹雄　氏（ワークスモバイルジャパン株式会社）

　　　　　＊意見交換

　「生活に医療が必要な方が自分らしく暮らし続けるために」（仮題）

　　　　～ 感染症による「新生活様式」の中で生き抜く ～

　　　　　　　〇 コーディネーター： 大谷　悟 氏（医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム実行委員長）

　　　　　　　〇 講師及びフロアを含めた意見交換

■申し込み・問い合せ先　　大阪府重症心身障害児･者を支える会内 実行委員会

           〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町5丁目15－28 育徳コミュニティーセンター２F

 TEL.06-6624-2555／FAX.06-6624-2556／メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎申込用紙に必要事項記入の上、ＦＡＸ、郵送、メールで事務局へお申し込みください。

　定員になり次第締め切りといたします。（様式問わず）

◎オンラインでの参加をご希望の方は、必ずメールにて参加申込書必要項目を明記の上、

　お申し込みください。なお、開催に向けて、当日ご参加予定のパソコンメールを受信

　できる端末から送信いただければ幸いです。

※コロナ感染症の対策からオンラインでのご参加をお願いする可能性がありますのでご容赦ください。


